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安心安全の窓
問い合わせ
・御船警察署交通安全課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　532日
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▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は9月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難
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0件

2件

9月中

0件

0件

0件

1件

0件

1件

累　計

 32件

246件

9月中

6件

32件

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

そ
の
他

催　

し

高
杉
晋
作
と
明
治
維
新
革
命

「
動
け
ば
雷
電
の
如
く
」
公
演

平
成
21
年
度
会
長
旗
争
奪

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　御船町議会では、「町民も参加できる開かれた議
会」の運営を目指しながら、議会の改革・活性化に
取り組んでいます。そこで、町民の意思を町政に
反映させ、町民との約束をつくるために「御船町議
会基本条例シンポジウム」を開催します。ゲスト
には、全国町村議会議長会から岡本光雄氏、全国初
の議会基本条例を制定された栗山町議会から橋場
利勝氏を迎えて、議会の役割、これからの在り方を
町民の皆さまと一緒に考えていきます。どうぞお
気軽にご参加ください。

▼時　間　開会・午後１時30分（開場・午後１時）

▼場　所　カルチャーセンター大ホール

▼内　容
①基調講演　岡本光雄氏（全国町村議会議長会）
②委員会報告　議会アンケートの結果報告など
③パネルディスカッション（討論会）
　パネラー／橋場利勝氏
　　　　　　（北海道栗山町議会議長）
　　　　　　御船町民代表（２名）
　　　　　　山本孝二御船町長
　　　　　　藤村久御船町議会議員
　　　　　　（議会基本条例制定特別委員会委員長）
　コーディネーター／岡本光雄氏

▼問い合わせ　役場議会事務局
　☎２８２―１１１１(内線３１２)

御船町議会基本条例
シ ン ポ ジ ウ ム

～ みんなで語ろう みんなの議会 ～～ みんなで語ろう みんなの議会 ～～ みんなで語ろう みんなの議会 ～

開　催　11月29日（日）開　催　11月29日（日）開　催　11月29日（日）

　約7年ぶりに再結成した御船町青年団（上田浩誠団長、
9人）が、9月5日に熊本市で開かれた県総合成年祭の
フットサル部門に出場して優勝を飾り、11月13日から開催
される全国青年大会（東京都）への出場権を手にしまし
た。上田団長は、「県代表として一試合でも多く勝ちた
い。これから、町の催しに積極的に参加して、青年団活動
をＰＲしながら、自分達のカラ－を出していきたい」と抱
負を話されました。御船町にとって青年団の復活は心強く
頼もしいニュースとなりました。

青年団復活。そして全国の舞台へ

photo/ 御船町青年団提供


